
2011.5
VOL.345

題字は佐藤県連会長

東日本大震災/県北部地震
　知事に緊急要望書を提出

ありがとうセレモニー in 軽井沢
商工連臨時総会
長野県マーケティング支援センターのご案内
長野技能五輪・アビリンピック2012
商工会はいま−Vol.83 　軽井沢町商工会

経営ワンポイントアドバイス
　地震対策　一級建築士　竹中正博氏

法律ワンポイントアドバイス
　企業のための「時効」の知識　弁護士　川島一慶氏

この人に注目−Vol.87
　「一杯のラーメン」から　羅亜麺會聖　宮下　朗氏

伝言板/調査まとまる-健康産業・健康観光の振興を
長野県商工会連合会のホームページ・E-mail アドレス
http://www.nagano-sci.or.jp/
shokoren@nagano-sci.or.jp

　信州大芝高原は、四季を通じてレジャー・
スポーツ・温泉等の施設が充実。
　先人が守り続けた森林は癒し効果が高く、
子供からお爺ちゃん、お婆ちゃんまで楽し
めます。　　　（写真提供　南箕輪村商工会）

信州大芝高原



商工連ながのH23.5月号● 2

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、
多
数
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、

か
つ
、
甚
大
な
経
済
的
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
二
日
に
発

生
し
た
長
野
県
北
部
地
震
で
は
、
栄
村
を
中
心
に

家
屋
・
事
業
所
・
公
共
交
通
機
関
・
幹
線
道
路
・

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
今
回
の
地
震
で
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

に
対
し
、
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
申
し
上
げ
、
そ
し

て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
地
震
に
よ
る
被
災
地
へ
の
義
援
金
の
拠
出

に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
下
商
工
会
及
び
会
長
を
始

め
と
す
る
役
員
、
会
員
、
青
年
部
、
女
性
部
、
職

員
の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
義
援
金
は
被

災
地
に
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

商
工
連
で
は
、
三
月
十
四
日
に
栄
村
・
野
沢
温

泉
・
木
島
平
村
・
山
ノ
内
町
商
工
会
に
出
向
き
、

現
地
に
お
け
る
商
工
業
者
の
被
災
状
況
等
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
県
に
も
そ
の
状
況
を
報
告
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
は
、
地
震
の
被
害
が
広
範
囲
に
わ

た
り
、
物
流
網
等
に
も
支
障
が
発
生
す
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
会
員
企
業
等
の
原
材
料
、
生
鮮
品
等

の
仕
入
れ
関
係
、
納
品
関
係
に
も
影
響
が
で
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
三
月
十
五
日
に
「
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
及
び
県
北
部
地
震
に
係
る
特
別
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
、
経
営
状
況
の
把
握
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
商
工
連
で
は
、
商
工
会
か
ら
会
員
企

業
等
の
経
営
相
談
の
状
況
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

三
月
十
七
日
に
は
、
商
工
連
・
長
野
県
経
営
者
協

会
・
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
商
工
会
議
所
連
合

会
の
経
済
四
団
体
が
、
長
野
県
知
事
に
「
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
長
野
県
北
部
の
地
震
に
係

る
緊
急
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

主
な
要
望
内
容
は
、
①
中
小
企
業
の
緊
急
金
融

支
援
策
の
実
施
②
緊
急
的
雇
用
維
持
対
策
の
実
施

③
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
確
保
・
安
定
化
へ
の
支
援
④

被
災
者
の
長
野
県
内
へ
の
受
け
入
れ
態
勢
の
確
保

等
で
す
。

　

阿
部
長
野
県
知
事
も
こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し
て
、

県
と
し
て
も
最
大
限
の
努
力
を
す
る
と
の
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
三
月
二
十
四
日
に
は
、
県
主
催

に
よ
る
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
等
に
係
る
経

済
関
係
団
体
連
絡
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
商
工
連

で
は
、
相
談
窓
口
に
各
商
工
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

業
種
別
の
状
況
と
主
な
相
談
内
容
を
説
明
し
、
県

か
ら
は
地
震
に
係
る
経
営
へ
の
影
響
調
査
や
災
害

対
策
資
金
の
貸
付
金
利
の
引
下
げ
・
特
別
経
営
安

定
資
金
の
活
用
・
緊
急
借
換
対
策
枠
の
取
扱
い
期

間
の
一
年
延
長
等
の
各
種
支
援
策
等
の
報
告
が
あ

り
、
こ
の
内
容
を
各
商
工
会
に
ご
通
知
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
商
工
連
は
、
国
、
県
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、
会
員
企
業
等
の
経
営

安
定
に
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

商
工
連
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り

こ
れ
か
ら
の
商
工
会
を
展
望
し
、
新
た
な
飛

躍
と
果
た
す
べ
き
役
割
へ
の
認
識
を
高
め
る

契
機
と
す
る
た
め
、
去
る
二
月
八
日
、
第
四

代
で
現
商
工
連
会
長
の
所
属
商
工
会
で
あ
る

軽
井
沢
町
で
「
あ
り
が
と
う
セ
レ
モ
ニ
ー�

in�

軽
井
沢
」
を
開
催
し
、
年
度
初
め
か
ら

開
催
し
て
き
た
「
法
施
行
50
周
年
記
念
県
下

統
一
地
域
貢
献
事
業
」
を
締
め
括
り
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
佐
久
地
方
事
務

所
の
西
所
長
、
軽
井
沢
町
佐
藤
町
長
、
県
産

業
政
策
課
清
水
課
長
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、

細
野
専
務
理
事
か
ら
法
制
化
後
の
商
工
会
の

歩
み
と
商
工
会
と
商
工
連
で
実
施
し
て
い
る

記
念
事
業
の
実
施
状
況
を
報
告
。
軽
井
沢
町�

松
葉
商
工
会
長
よ
り
、
商
工
会
で
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
貢
献
事
業
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
終
回
の
今
回
は
、
商
工
連
佐
藤
会
長
か

ら
「
こ
れ
か
ら
の
商
工
会
の
あ
り
方
」
と
題

し
て
基
調
提
言
（
本
号
３
頁
に
「
基
調
提
言
」

全
文
を
掲
載
）
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換

で
は
、
佐
久
穂
町�

由
井
商
工
会
長
、
東
御

市�

柳
橋
商
工
会
長
、
長
和
町�

竹
内
商
工
会

長
か
ら
商
工
会
で
取
り
組
む
地
域
貢
献
事
業

に
つ
い
て
の
活
発
な
意
見
発
表
も
あ
り
、
意

義
深
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

事業報告をする
軽井沢町商工会　松葉会長

商工会の歩みなどを報告する
商工連細野専務理事

ありがとうセレモニー in 軽井沢

商
工
会
法
施
行
50
周
年
記
念

東
日
本
大
震
災
及
び
県
北
部
地
震

知
事
に
緊
急
要
望
書
を
提
出

県
下
統
一
地
域
貢
献
事
業

　
　
あ
り
が
と
う
セ
レ
モ
ニ
ー
in
軽
井
沢

※ 

震
災
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
四
月
一
日
の
閣
議
決
定
に
よ
り

「
東
日
本
大
震
災
」
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
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　これからの商工会のあり方については、法施行50周年記念事業の一環で取り纏
めた「フィフティボイス」の冊子を読んだ感想を申し上げ、提言としたい。
　掲載されている商工会関係者の提言は、私が思っている以上の過去、現在、未来
に向けた熱いご意見、提言である。商工会は地域の総合的な経済団体として、また
商工業者の身近な相談相手として経営改善普及事業に取り組んできた。それが地域
振興、地域活性化に寄与してきた。イベントの開催とか特産品の開発とか地域商品
券の発行、経営セミナーの開催、お出かけ食べルートの発刊等の事業推進により、
沈み行く商店街の活性化、地域の賑わい創生を果たしてきた。

会員は株主。会員を大事に…。

　私は県連会長就任の挨拶で、県下89商工会の会長さんがおられるなかで、「県連
を支えてくれている単会から貴重な会費をいただいている。会社に例えれば（商工
会は）『株主』だから、その（商工会への）『配当』として、県連は透明性をより一
層高め、単会を大事にする」と挨拶した。これを単会に置き換えれば、「会員は株主である。会員を大事にしなさい」と言っ
ている。「『配当』の代わりに会員のところに１年に１回位は出向いてご機嫌を伺いなさい」とお願いしている。
　私の発案で、いま、全国連で進めている「行きます。聞きます。提案します。」の言葉が会員サービスの基本であると思う。
　今、県連で進めている「新改革プラン」は、全職員による全会員巡回運動がこれにあたり、各会長さんはもとより、元
専務理事の田中さんが「20年も前からそういう思いはあった」と言われている。職員協議会の浦野会長も、「巡回運動で会
員のところに行かないとダメだ」と説いている。商工会長が思い入れしても、なかなか職員が動かないこともあるが、協
議会の会長さんが言っていることとなると、（私も）大変心強く、早く全職員にこの思いが伝わることを念願している。一
刻も早く会員の悩みを聞いて、提案して、会員企業を元気づけ、地域の活性化に繋げたいと思っている。

なぜ、人事の一元化が必要か…。適材適所配置をするため

　「新改革プラン」を進めている中で、補助対象職員の一元化がある。なぜ、一元化が必要なのかというと、小規模事業者
への広域的かつ専門的な経営支援体制を整備するため、また補助対象職員の年齢や得意（分野）に応じた適材適所配置を
するためである。そして、県補助金の見直しを踏まえた全県的な人事体制の整備をするため、経営指導員によるグループ
指導、広域指導体制の構築を盛り込んだ人事交流計画を策定し、その交流を推進するためである。
　現行は各職員の人事権が各商工会長に属しており、いろいろな障害が生じて、思うような人事交流ができない現実がある。
商工会の職員だけが何十年も異動がなく、一か所の商工会にいていいのかなと思う。商工会内の活性化を目指すためにも、
人事異動は大切なことだと考えている。（人事の一元化で）会長、専務に権力が集中するという意見もありますが、私と専
務は権力を乱用することはございませんと誓っても、代が変わればどんなことが起きるかわかりません。今進めている契
約において、そのための担保を明記してありますのでご安心いただきたい。しかしこのことで、職員が恐怖を感じること
があるならば、それはそれでよいと思っている。会長にどこかに飛ばされれば困るという風に職員が切磋琢磨して、より
一層良い指導員に育ってくれれば、そして仕事に汗をかいてくれれば、なお結構なことと思う。ある程度怖い会長になら
なきゃいけないと思っている。

相談を掘り起こす姿勢が重要

　矢﨑筆頭副会長が「待ちの姿勢ではダメ。商工会の持つ情報やサービスを売り込む努力をしなさい」と言っている。「『相
談があったら伺います』の姿勢から、職員が積極的に会員の相談を掘り起こす姿勢が重要だ」と説いています。何人かの
会長さんもおっしゃっており、私も同感であります。朝から晩まで汗水たらして働き、経営に対するノウハウや情報が何
一つない時代にあっては、商工会に税務や金融の相談に訪れる会員は多かった。今はあらゆる情報が溢れ、パソコンやイ
ンターネット等の普及により一年ひと昔のスピードで時代が変化している。中心商店街のシャッター化、観光客の減少、そ
して製造業においては円高の問題等悩みは多く抱えていると想像している。この問題を役職員が一体となって掘り起こし、
疲弊している中小企業の経営改善そしてまた中山間地の活性化に向けて努力することを惜しまない職員であってほしいこ
とを念願している。

基調提言「これからの商工会のあり方」
長野県商工会連合会　佐藤惇会長

基調提言する商工連佐藤会長
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臨
時
総
会
の
冒
頭
、
商
工
連
佐
藤
会
長
か
ら

次
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
現
下
の
経
済
状
況
は
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
、
需
要
停
滞
、
消
費
鈍
化
、
株
安
、
円
高
等

に
加
え
、
こ
の
た
び
の
大
災
害
の
影
響
も
あ
り
、

小
規
模
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
の
厳
し
さ

は
一
層
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
県
下
の
商
工
会
で

は
、
金
融
相
談
を
は
じ
め
小
規
模
企
業
の
支
援

体
制
を
一
層
強
化
し
て
お
り
、
商
工
連
で
も
専

門
家
派
遣
事
業
な
ど
を
行
い
、
高
度
専
門
的
な

相
談
案
件
に
も
応
え
ら
れ
る
体
制
を
構
築
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
規
模
企
業
支
援
体
制
の
一
層
の
機

能
強
化
を
図
る
た
め
、
商
工
会
の
自
己
改
革
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
二
十
二
年
度
は
、給
与
、

人
事
評
価
、
懲
戒
等
の
人
事
制
度
再
構
築
を
実

行
に
移
し
、
さ
ら
に
、
商
工
会
補
助
対
象
職
員

の
人
事
権
一
元
化
に
つ
い
て
は
、
幾
度
と
な
る

説
明
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
四
月

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
こ
こ
に
宣
言
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
人
事
権
一
元
化
等
の
体
制
整
備
を

ふ
ま
え
、
小
規
模
企
業
支
援
、
商
工
業
振
興
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご

理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
ら
に
県
に
よ
る
商
工
会
の
支
援
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
商
工
会
議
員
懇
談
会
の
県
議
先
生

方
の
格
段
の
ご
指
導
・
ご
支
援
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、
県
ご
当
局
に
は
、
厳
し
い
県
財
政
の
下

に
あ
り
な
が
ら
格
段
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
商
工
会
議
員
懇
談
会
県

議
の
先
生
方
、
県
ご
当
局
に
改
め
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

阿
部
知
事
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
二
月
県
議

会
の
ご
答
弁
の
中
で
、﹃
商
工
会
連
合
会
の
取
り

組
み
に
対
し
て
、
財
政
的
な
側
面
も
含
め
て
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
﹄
と
私
ど
も
の
改
革
に

対
す
る
ご
理
解
を
お
示
し
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
昭
和
三
十
五
年
に
商
工

会
法
が
制
定
さ
れ
て
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
本

会
で
も
記
念
式
典
の
開

催
、
記
念
誌
の
発
刊
を

は
じ
め
い
く
つ
も
の
記

念
事
業
を
実
施
し
、
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
新
た

な
商
工
会
づ
く
り
へ
の

一
層
の
飛
躍
を
お
誓
い

申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で

す
。
初
代
県
連
会
長
の

故
小
川
平
二
先
生
は
じ

め
先
人
の
ご
労
苦
に
敬

意
を
表
し
、
ま
た
、
県

を
は
じ
め
関
係
機
関
・

関
係
各
位
の
ご
指
導
ご

支
援
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」

　

ま
た
、
臨
時
総
会
で
承
認
さ
れ
た
二
十
三
年

度
事
業
計
画
の
重
点
方
針
及
び
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

商
工
連
は
三
月
二
十
五
日
、
阿
部
県
知
事
を
は
じ
め
来
賓
多
数
ご
臨
席
の
も
と
、
長
野
市
内
で
臨

時
総
会
を
開
催
し
、全
県
か
ら
商
工
会
長
及
び
関
係
者
約
九
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
臨
時
総
会
で
は
、

平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
等
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

商工連
臨時総会

企
業
支
援
体
制
の
拡
充
強
化
と

　
　
　
　
商
工
会
改
革
の
促
進
を

　県青連では、３月８日松本
市において、青年部員の営業
力を強化し、県青連で推進し
ているマッチング事業での
効果的な推進や長引く不況
下での企業の新規取引先の
獲得・販路拡大を目的に、商
工会青年部全県研修会を開催いたしました。
　研修会では青年部員46名の参加により、中
小企業診断士でセールスファイト倶楽部　主
宰　雨宮利春氏に「明日からの営業に役立つ
実戦営業力向上研修」と題し講演を頂きました。
　講演では、顧客の願望や期待を浮き彫りにし、
さらには、気づいていない部分を掘り起こし、
営業に結びつける「提案型営業」の手法を中
心に、実務に直結した話法や交渉法について、
演習を交えて学習いたしました。

セールスファイト
倶楽部

雨宮利春氏

商工連臨時総会

１　

企
業
支
援
体
制
の
拡
充
強
化
と
地
域
産
業
の
振
興

　

�　

急
激
な
円
高
・
デ
フ
レ
が
進
行
す
る
不
透
明
な
経
済
状
況
の

長
期
化
に
対
応
し
、
商
工
会
活
動
の
原
点
で
あ
る
巡
回
訪
問
を

強
化
し
、
商
工
会
の
企
業
支
援
体
制
を
拡
充
強
化
す
る
。
中
小

企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク

事
業
等
を
活
用
し
、
企
業
の
経
営
力
の
向
上
や
創
業
・
経
営
革

新
な
ど
を
支
援
す
る
。

　

�　

ま
た
、
テ
ー
マ
型
や
業
種
別
の
産
業
振
興
事
業
を
推
進
し
、

産
業
振
興
の
新
た
な
視
点
と
展
開
策
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、

商
工
会
地
区
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
の
推
進
を
支
援
す

る
。

２　

商
工
会
改
革
の
促
進

　

�　

企
業
ニ
ー
ズ
の
高
度
化･

多
様
化
に
対
応
し
、
商
工
会
改
革

を
促
進
し
、
商
工
会
の
経
営
支
援
の
質
の
向
上
と
企
業
支
援
体

制
の
強
化
を
図
る
。
併
せ
て
、
商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
を
経

過
し
た
今
後
の
商
工
会
の
あ
り
方
を
展
望
す
る
。

　

�　

特
に
、
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
ス
タ
ー
ト
す
る
補
助
対
象
職

員
の
人
事
権
一
元
化
は
、
商
工
会
と
の
十
分
な
協
議
と
意
思
疎

通
に
基
づ
き
、
円
滑
な
運
営
を
図
る
。

３　

商
工
会
の
適
正
運
営
と
自
立
強
化
の
支
援

　

�　

県
の
新
た
な
小
規
模
企
業
支
援
策
の
方
針
を
踏
ま
え
、
商
工

会
の
体
制
整
備
の
促
進
と
運
営
の
適
正
化
を
図
る
。

　

�　

ま
た
、
商
工
会
自
立
強
化
の
た
め
、
商
工
会
運
営
拡
充
支
援

事
業
な
ど
を
通
じ
、
課
題
解
決
や
地
域
貢
献
に
向
け
た
商
工
会

機
能
の
拡
充
と
活
性
化
を
支
援
す
る
。

４　

商
工
業
と
商
工
会
を
担
う
人
材
の
育
成

　

�　

創
業
・
経
営
革
新
や
商
工
業
に
係
わ
る
研
修
事
業
、
青
年
部
・

女
性
部
研
修
事
業
な
ど
に
よ
り
、
商
工
業
を
担
う
人
材
の
育
成

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
の
役
職
員
研
修
の
質
的
拡
充

と
改
革
プ
ラ
ン
に
沿
い
策
定
し
た
職
員
研
修
体
系
に
よ
り
、
商

工
会
を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め
る
。

商工会青年部全県研修会

　「提案型営業」の
　　　　  手法を学習

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
　
重
点
方
針
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東京、名古屋、大阪に「発注開
拓推進員」を配置し、生産財の
発注開拓を行い、県内５拠点の
「受発注取引推進員」を通じて
企業間のマッチングを図ります。

　　　　　　　　　
県内中小企業を募り、大手メーカー等発注企業を訪問し
て、新技術・新工法等を直接提案する、技術提案商談会
を開催します。

県内の消費財製造企業の商品化等のアドバイスや販路開
拓を支援します。
加工食品については、商品登録カルテを整備し、「販路開
拓推進員」がバイヤーを訪問してマッチングを図ります。

〒 380-0928�長野市若里 1-18-1�長野県工業技術総合センター３階
TEL：026-227-5013　FAX：026-228-2867
e-mail：market@icon-nagano.or.jp

首都圏、中京圏などで開催される大規模展示商談会に長
野県ブースを確保し、モノづくりの技術や農商工連携に
より開発した食品などを広くＰＲします。

中小企業の活動の範囲を国内から海外に拡大するため、
「海外取引アドバイザー」を設置し相談支援を行います。
高い成長が見込まれるアジア圏における市場展開を支援
するため、海外駐在員と連携した情報提供を行うほか、
展示会への出展を支援します。

提案営業力の強化、海外展開に関する情報提供、マーケ
ティング力の強化など、今必要なスキルを向上させるた
めのセミナーを随時開催します。

　来年10月に開催される長野技能五輪・アビリンピック2012に向けて、
大会に出場する選手の発掘・支援を行っています。
　詳細については、お気軽に下記まで、お問い合わせ下さい。

〒380-8570 長野市南長野幅下692-2  長野技能五輪・アビリンピック2012推進協議会事務局
（長野県商工労働部 人材育成課　技能五輪・アビリンピック室内）
TEL 026-235-7205　E-mail：nagano-skills@pref.nagano.lg.jp

　企業の経営戦略の中で最も重要なマーケティングを支援する機関です。中小企業の皆様の新市場開拓、販路開拓等を
総合的にお手伝いします。豊富な知識や経験を有する民間専門家やスタッフを県内外に配置していますので、当センター
をどうぞお気軽にご活用ください。

競う技　未来を拓く　ゆめ長野

長野県マーケティング支援センターのご案内
～受発注取引、商品化・販路開拓を支援します～

東京、名古屋、大阪に「発注開

受発注取引支援

ご相談・お問合せ先

提案営業力の強化、海外展開に関する情報提供、マーケ

マーケティングスキルアップ

県内の消費財製造企業の商品化等のアドバイスや販路開

商品化・販路開拓

中小企業の活動の範囲を国内から海外に拡大するため、

海外市場開拓

　　　　　　　　　
県内中小企業を募り、大手メーカー等発注企業を訪問し

技術提案商談会

首都圏、中京圏などで開催される大規模展示商談会に長

展示商談会

㈶長野県中小企業振興センター
マーケティング支援センター

関
西
圏

中
京
圏

関
東
圏

関
西
圏

中
京
圏

関
東
圏

長野県中小企業振興センター
マーケティング支援センター

県内各地域
受発注取引推進委員

○主な選手育成の支援内容
　・大会出場選手の参加経費の補助
　・�小規模企業者等が、長野大会に選手を出場させる為に実施する
訓練の経費補助

　・選手育成のための講習会の立案、計画、実施　など

お問い
合わせ先
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軽
井
沢
は
明
治
時
代
の
中
頃
か
ら
、
外
国
人

宣
教
師
や
外
交
官
な
ど
に
よ
っ
て
、
避
暑
地
と

し
て
別
荘
が
建
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
外

国
人
の
別
荘
用
と
し
て
使
わ
れ
た
草
花
の
華

麗
な
彫
刻
を
施
し
た
洋
式
家
具
を
軽
井
沢
彫

と
よ
ん
で
お
り
、
昭
和
58
年
に
長
野
県
知
事
に

よ
り
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

��

町
内
5
事
業

所
に
よ
り
組
織

さ
れ
て
い
る

「
軽
井
沢
彫
家

具
組
合
」
で
は
、

以
前
よ
り
ブ
ラ

ン
ド
化
に
関
し

研
鑽
を
積
ん
で

い
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
度
よ
り
商
工
会
が
協
力
し
て｢

長
野

県
地
域
産
業
活
性
化
基
金
助
成
金
事
業｣

の
助

成
を
受
け｢
１
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
軽
井
沢

彫
の
ブ
ラ
ン
ド
化｣

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

��

21
年
度
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
市
場
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の｢

軽
井
沢｣
の
知
名
度
は
大
変
高
い

が
、｢

軽
井
沢
彫｣

の
知
名
度
は
高
く
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
22

年
度
で
は
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
展
示

実
演
会
」
を
開
催
し
、
多
く
の
方
に
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
外
部
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
起

用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
新
た
な
軽

井
沢
彫
の
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
、
試
作
品
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

��

同
一
事
業
で
の
最
後
の
年
に
な
る
23
年
度
は
、

軽
井
沢
彫
の
歴
史
と
作
品
を
ま
と
め
た
冊
子

を
発
刊
し
、
多
く
の
方
々
に｢

軽
井
沢
彫｣

を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
東
京
で
の
展
示

会
を
開
催
し
、
知
名
度
と
販
売
力
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
│

軽井沢町商工会

Syokoukai
NOW!

東信 Vol.83

長
野
県
地
域
産
業
活
性
化
基
金
助
成
金
事
業

「
１
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
軽
井
沢
彫

の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
に
取
り
組
ん
で

桜を透かし彫りにし、
透かしからお香が香る「香炉」

軽井沢彫特有の星打ちを施し、
葡萄を彫り込んだ「タンス」

ク
リ
ッ
ク
！

各商工会で行われた
記念事業を商工連ホーム
ページで紹介しています。
是非ご覧ください。

　これからの商工会は、小規模事業者
を取巻く経済環境・社会環境等の時代
の変化を的確に把握し、迅速に対応し
ながら、地域の期待に応える役割と機
能をより一層発揮する必要があります。
　このことを踏まえ、商工会法施行 50
周年を一つの契機として、これからの
産業振興、地域振興において商工会に
求められる役割や事業について、商工
会関係者等（会長、一般会員、青年部長、
女性部長等）から寄せられた意見・提
言等をとりまとめ、商工会法施行 50
周年記念事業の一環としてフィフティ
ボイスを発刊いたしました。
　各商工会にお送りいたしましたので、
ご一読いただければ幸いです。
　ご寄稿を賜りました皆様に、深甚な
る感謝とお礼を申
し上げ、このフィ
フティボイスを今
後の商工会活動を
展開する際の羅針
盤として有効に活
用しながら、商工
会の活性化に資し
てまいります。

　「商工会法施行 50
周年記念誌」を平成
23 年 3 月に発刊い
たしました。
　この記念誌は、商
工会法制定以来 50
年間の県下商工会及
び長野県商工会連合
会の組織・活動を総
括的に検証し、後世に記録として残す
ことを目的として作成したものです。
　記念誌の内容は、第 1 編「商工会法
と商工会のあゆみ」の中で、県連合会
が県下商工会とともに取り組んできた
様々な事業を取り上げました。第 2 編

「長野県下商工会のあらまし」は、県下
70 商工会を紹介しました。第 3 編「資
料編」は、50 年間の各種項目の推移、
データの推移を掲載しました。
　現在、本会及び県下商工会は、誕生
から 50 年を経て、更に新たな飛躍を
目指して改革に取り組んでいます。こ
の記念誌は、法施行以来 50 年間の商
工会の足跡をたどったものですが、今
後の商工会の指針を探る上での参考に
なれば幸いです。

　商工会法施行50周年を迎え、これまでの
歩みを振り返るとともに、半世紀を越える
商工会の今後を展望し、時代の変化に対応
する新たな飛躍と商工会の果たす役割への
認識を高める契機とするため、県下各商工
会で地域貢献事業に取り組みました。

50 FIFTY VOICEを発刊 記念誌発刊

商工会法施行50周年記念事業
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三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
に
、
観
測
史
上
最
大
規

模
と
な
る
巨
大
地
震
が
東
日
本
を
襲
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
は
津
波
が
そ
の
被
害
を
拡
大
さ
せ
、
阪
神・

淡
路
大
震
災
を
は
る
か
に
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

あ
ま
り
報
道
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
建

物
被
害
も
甚
大
で
、
広
い
範
囲
で
多
く
の
建
物
に
被
害
が
で

て
い
る
よ
う
で
す
。
長
野
県
で
も
そ
の
翌
朝
、
下
水
内
郡
栄

村
を
中
心
に
震
度
六
強
の
地
震
が
あ
り
、
木
造
家
屋
の
全
半

壊
や
道
路
の
地
割
れ
、
地
す
べ
り
な
ど
の
被
害
が
で
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
長
野
県
は
、
今
後
三
十
年
間
の
地

震
発
生
確
率
が
宮
城
県
を
上
回
る
高
い
確
率
の
場
所
で
あ
る

た
め
、
一
層
の
耐
震
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。
行
政
に
よ
る
耐

震
対
策
は
、
公
的
施
設
や
避
難
上
重
要
な
施
設
・
住
宅
へ
の

補
助
が
中
心
で
、
民
間
の
店
舗
な
ど
へ
は
手
が
回
っ
て
お
ら

ず
、
事
業
者
の
自
己
責
任
に
お
い
て
安
全
・
安
心
を
確
立
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
地
震

の
被
害
報
道
が
あ
る
と
必
ず
放
送
さ
れ
る
店
舗
の
被
害
状
況

で
は
酒
屋
さ
ん
を
は
じ
め
、
店
内
に
商
品
が
散
乱
し
た
様
子

が
映
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
店
舗
に
も
被
害
が
出
ま
す
。
店

舗
内
に
は
不
特
定
多
数
の
お
客
様
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
そ
の
安
全
を
第
一
優
先
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
者
は
、
地
震
対
策
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
こ

と
を
、
今
回
の
震
災
で
改
め
て
実
感
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

地
震
か
ら
人
命
を
守
る
た
め
に
は
、
建
物
の
耐
震
化
と
防

災
対
策
・
避
難
誘
導
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

■
店
舗
の
耐
震
化

　

建
物
の
耐
震
補
強
に
は
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
ど
の
部
分
が
地
震
に
弱
く
、
ま
た
ど
の
程
度
地
震
に

耐
え
ら
れ
る
か
を
前
も
っ
て
知
る
た
め
の「
耐
震
診
断
」で
す
。

（
特
に
昭
和
五
十
六
年
以
前
の
も
の
は
古
い
耐
震
基
準
で
建
て

ら
れ
て
い
る
た
め
、
耐
震
診
断
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。）

次
に
、
そ
の
耐
震
診
断
に
沿
っ
て
補
強
計
画
を
立
て
ま
す
。

地
震
時
の
揺
れ
は
強
度
の
弱
い
部
分
に
集
中
し
ま
す
の
で
、

そ
の
解
消
が
主
目
的
に
な
り
ま
す
。
明
ら
か
に
地
震
に
弱
い

部
分
を
補
強
す
る
耐
震
補
強
工
事
を
実
際
に
行
う
こ
と
で
、

は
じ
め
て
安
心
・
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
す
が
、
防
災
対
策
を

含
め
た
店
舗
改
装
を
併
せ
て
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

例
と
し
て
木
造
家
屋
の
耐
震
補
強
ポ
イ
ン
ト
を
記
し
ま
す
。

①�

地
震
に
耐
え
る
に
は
強
い
壁
が
必
要
で
す
。
開
口
部
が
多

い
面
に
新
た
に
耐
力
壁
を
増
設
し
た
り
、
既
存
の
壁
に
筋

交
い
を
増
や
し
た
り
、
合
板
な
ど
の
耐
力
材
料
を
張
っ
て

壁
補
強
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

②�

壁
の
補
強
に
は
バ
ラ
ン
ス
も
大
事
で
す
。
東
西
南
北
に
バ

ラ
ン
ス
よ
く
壁
を
配
置
す
る
こ
と
や
、
上
下
階
で
連
続
す

る
耐
震
壁
を
配
置
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
弱
い
部
分
を

重
点
的
に
改
善
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

③�

基
礎
・
土
台
・
柱
・
梁
・
筋
交
い
を
し
っ
か
り
止
め
ま
し
ょ

う
。
古
い
建
物
に
は
、
柱
や
梁
・
筋
交
い
を
緊
結
す
る
金

物
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
強
い
揺
れ
に
耐
え
る
に
は
、
こ

う
し
た
接
合
金
物
の
補
強
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
ひ
び
割
れ
等
で
基
礎
の
強
度
が
不
十
分
な
場
合
は
補

強
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
店
舗
の
防
災
対
策
と
避
難
誘
導

　

店
舗
の
防
災
対
策
と
し
て
は
家
具
・
什
器
類
の
転
倒
防
止

や
商
品
の
破
損
防
止
な
ど
も
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
陳
列
棚
等
の
壁
固
定
は
必
須
で
す
が
、
可
能
な
限
り

扉
を
付
け
る
こ
と
や
、
オ
ー
プ
ン
棚
に
は
コ
ボ
レ
止
め
の
前

板
を
設
置
す
る
こ
と
、
ガ
ラ
ス
の
窓
や
扉
に
は
飛
散
防
止

シ
ー
ト
を
張
る
こ
と
、
底
面
に
ス
ベ
リ
止
め
の
シ
ー
ト
を
張

る
こ
と
、
重
い
物
は
下
段
に
置
く
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
（
圧
縮
）

陳
列
は
し
な
い
等
の
対
策
は
す
ぐ
に
で
も
実
行
で
き
る
こ
と

で
す
。
ま
た
地
震
時
の
避
難
誘
導
は
、
火
災
予
防
と
一
体
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
定
規
模
以
上
の
店
舗
で
は
防
火
管

理
者
を
選
任
し
、
消
防
計
画
に
沿
っ
た
防
災
訓
練
の
実
施
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
訓
練
は
お
ざ
な
り
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
今
回
の
震
災
を
機
に
し
っ
か
り
と
し
た

訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
べ
き
で
す
。

　

避
難
誘
導
を
考
え
た
時
、
室
内
外
に
わ
た
っ
て
安
全
な
避

難
経
路
の
確
保
が
最
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
迷
路
を
作
ら
な

い
、
通
路
に
物
は
置
か
な
い
、
店
内
ど
こ
か
ら
も
避
難
口
の

誘
導
標
識
が
見
え
る
よ
う
な
店
作
り
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
し
、

外
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
防
止
や
、
外
壁
の
タ
イ
ル
・
モ

ル
タ
ル
の
剥
離
防
止
も
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

■
「
安
心
」
も
店
の
売
り
に
な
る

　

今
回
の
震
災
で
、
お
客
様
が
「
こ
の
棚
は
倒
れ
て
こ
な
い

の
か
な
、
こ
の
頭
の
上
の
商
品
は
地
震
の
時
に
落
ち
て
こ
な

い
の
か
な
…
」
と
気
に
か
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、「
当
店
の
棚
は
固
定
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。」「
当
店
の
災
害
時
避
難
場
所
は
○

○
で
す
。
当
店
の
ス
タ
ッ
フ
は
地
震
が
起
き
た
と
き
に
、
お

客
様
を
安
全
な
場
所
に
誘
導
す
る
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。」
こ
う
し
た
コ
ピ
ー
を
掲
示
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
安
心
・
安
全
を
お
客
様
に
示
す
こ
と
で
、
お

店
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
向
上
し
ま
す
。

ONE POINT ADVICE

経営

地
震
対
策
︱

  
事
業
者
の
自
己
責
任
で

有
限
会
社
円
コ
ー
ポ
レ
ー
シ 

ョ
ン
一
級
建
築
士
事
務
所

代
表
取
締
役
・
一
級
建
築
士

　
　
　
　

竹
中 

正
博 

氏
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卸
売
業
を
営
む
甲
山
社
長
。
最
近
、
取
引
先
で
あ
る
Ａ
社

か
ら
の
売
掛
金
の
回
収
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

同
じ
商
工
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
乙
川
社
長
に
相
談
し
て
み
た
。

甲
山　

 「
商
法
に
よ
れ
ば
、
商
事
債
権
の
時
効
期
間
は
確
か

五
年
だ
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
Ａ
社
に
対
す
る
我
が

社
の
売
掛
金
も
、
五
年
間
は
時
効
に
か
か
ら
な
い
よ

な
。」

乙
川　

 「
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
ぞ
。
確
か
二
年
で
時
効
に
か

か
っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」

　

正
し
い
の
は
乙
川
社
長
。
卸
売
商
人
が
売
っ
た
商
品
の
代

金
債
権
は
、
二
年
間
放
っ
て
お
く
と
時
効
に
か
か
っ
て
し
ま

う
。
つ
ま
り
請
求
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
小
売
店

が
個
人
の
顧
客
に
販
売
し
た
商
品
の
代
金
や
、
工
場
が
出
荷

し
た
製
品
の
代
金
も
同
じ
く
二
年
で
時
効
に
か
か
っ
て
し
ま

う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
五
年
よ
り
も
短
い
期
間
で
時
効
に
か
か
っ

て
し
ま
う
と
定
め
ら
れ
て
い
る
債
権
は
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い

ろ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
建
設
業
者
の
請
負
工
事
代
金
は
三
年

で
時
効
に
か
か
る
。
運
送
業
者
の
運
送
代
金
は
、
な
ん
と
一

年
で
時
効
に
か
か
っ
て
し
ま
う
。
飲
食
店
の
飲
食
代
金
の
時

効
期
間
も
一
年
だ
。

甲
山　

 「
で
も
、
Ａ
社
に
対
し
て
は
毎
月
き
ち
ん
と
請
求
書

を
郵
送
し
て
い
る
か
ら
、
時
効
に
は
か
か
ら
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
。」

乙
川　

 「
請
求
書
を
送
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
時
効
の
進
行

は
止
ま
ら
な
い
っ
て
ど
こ
か
で
聞
い
た
ぞ
。」

　

こ
れ
も
乙
川
社
長
が
正
し
い
。
請
求
書
を
郵
送
す
る
だ
け

で
は
、
時
効
の
進
行
は
止
め
ら
れ
な
い
。
原
則
と
し
て
、
訴

訟
を
起
こ
す
な
ど
裁
判
所
を
通
し
て
請
求
し
な
い
と
時
効
の

進
行
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

　

甲
山
社
長
は
、
Ａ
社
か
ら
の
入
金
が
二
年
近
く
滞
っ
て
い

る
こ
と
を
思
い
出
し
、
焦
っ
た
。
で
も
、
す
ぐ
に
裁
判
に
か

け
よ
う
と
ま
で
は
決
断
で
き
な
い
。
何
か
簡
単
に
時
効
の
進

行
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ら
れ
る
方
法
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

実
は
、
何
も
裁
判
所
を
通
さ
な
く
て
も
、
簡
単
に
時
効
の

進
行
を
止
め
る
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
は
、相
手
に
債
務
を
負
っ

て
い
ま
す
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
だ
。
こ
れ
を

民
法
で
は
「
承
認
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

で
も
、
Ａ
社
に
、
当
社
に
対
し
て
買
掛
金
債
務
を
負
っ
て

い
ま
す
と
認
め
て
も
ら
う
っ
て
、
具
体
的
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
ん
だ
ろ
う
。
そ
の
方
法
の
一
つ
は
、
Ａ
社
に
一
部
分
で

も
い
い
か
ら
支
払
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
、
甲
山

社
長
が
Ａ
社
に
出
向
い
て
、
売
掛
金
一
〇
〇
万
円
の
う
ち
の

た
と
え
一
万
円
で
も
今
月
支
払
っ
て
も
ら
え
ば
、
Ａ
社
に
対

す
る
売
掛
金
の
残
額
全
額
に
つ
い
て
時
効
の
進
行
は
ス
ト
ッ

プ
す
る
。

　

別
の
方
法
は
、「
貴
社
に
対
す
る
売
掛
金
一
〇
〇
万
円
は

来
月
支
払
い
ま
す
」
な
ど
と
、
Ａ
社
の
社
長
に
一
筆
書
い
て

も
ら
う
こ
と
だ
。
理
屈
で
は
、
口
頭
で
支
払
い
を
約
束
し
て

も
ら
う
だ
け
で
も
「
承
認
」
と
な
る
が
、
で
き
れ
ば
後
日
の

た
め
に
証
拠
を
残
し
て
お
き
た
い
。

　

商
工
業
者
の
皆
さ
ん
、
売
掛
金
を
管
理
す
る
際
に
は
、
く

れ
ぐ
れ
も
時
効
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ONE POINT ADVICE

法律

企
業
の
た
め
の

「
時
効
」
の
知
識

商
工
連
経
営
安
定
特
別
相
談
室

専
門
相
談
員

川
島
一
慶
法
律
事
務
所

弁
護
士　

川
島 

一
慶 

氏
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全国商工会会員福祉共済 がん 重点補償
あなたも家族もまるごと守る！　頼れる補償の

先進医療に係る費用が全額自己負担となる
所定の先進医療を受けられたとき、何度で
も補償します。 通算支払限度はありません。

がんの手術はもちろん、がん以外の病気・け
がで所定の手術を受けられたとき、何度で
も補償します。＊2

がん入院はもちろん、がん以外の病気・けが
入院も、日帰り入院から補償します。

一旦治癒した後、がんが再発したと診断確定され
たときなどにも診断共済金をお支払い＊1します。 

新設
大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ加入できる特別な制度です!

※ 補償内容の詳細につきましては、パンフレットの「補償のあらまし」をご覧ください。
「がん」重点補償プラン（シニア含む）の、がんに関する補償（がん診断共済金、がん入院共済金、がん手術共済金）については、初めて
「がん」重点補償プラン（シニア含む）に加入した共済期間の初日からその日を含めて90日を経過した日までにがんと診断確定された場
合は、共済金はお支払いできません。
＊1 診断共済金のお支払いは被共済者（共済の対象となる方）ごとに共済期間（ご契約期間）を通じて1回に限ります。また、２回目以
降の診断共済金については、前回の診断共済金のお支払事由に該当した最終の診断確定日からその日を含めて１年を超えた期
間が経過している場合に限りお支払いします。

＊2 手術の種類によっては、回数制限があったり、お支払い対象外の手術もあります。お支払対象となる手術については「約款」をご覧ください。
＊3 共済期間開始時点で満66歳となった場合はシニア「がん」重点補償プランに自動的に移行します。

2010年11月1日午後4時から2011年11月1日午後4時まで共済期間

ご加入できる方

中途加入 毎月1日午後4時の共済始期でご加入になれます。

額
金
済
共

がん診断共済金

がん以外の病気・けがの手術共済金

がん以外の病気・けがの
入院共済金（1日あたり）

がん手術共済金

がん入院共済金（1日あたり）

先進医療共済金

加入プラン

加入年齢（注1）

月払掛金 3,000円＊5

満6歳～65歳＊3

「がん」重点補償
プラン

満66歳～74歳

6,000円＊5

シニア「がん」重点補償
プラン

100万円

手術の種類により（注3） 20・10・5万円

5,000円＊6 （日帰り～120日まで）

手術の種類により（注3） 40万円～10万円

305万円～5万円

10,000円

掛金と共済金

通算支払
限度なし

お支払日数
無制限

何度でも
お支払いします

取扱代理店：株式会社ふるさとサービス  東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館10F　TEL:03-3214-5710
引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社　担当課：広域法人部法人第一課  東京都千代田区三番町6-4　TEL:03-3515-4147

2010年9月作成　10-T-04893

5 安 心のつ
上皮内がん等の初期のがんでも、診断共済金
として、１００万円をお受け取りいただけます。

がんと診断確定されたとき（注2）、入
院の有無にかかわらず一時金として

＊4 満66歳以上の方は月額6,000円です。　
＊5 月額掛金3,000円、月額掛金6,000円に含まれる東京海上日動火災保険（株）の医療保険の保険料は230円、がん保険の保険料は210円です。
＊6 支給額のうち、東京海上日動火災保険（株）のがん保険・医療保険が下記の金額を補償します。

がん診断共済金 ： 15万円　 がん以外の病気・けがの入院共済金 ： 750円　がん入院共済金： 1,500円
（注1）2010年11月1日時点での満年齢をいいます。
（注2）がんの診断確定は、病理組織学的所見によりなされることを要します。診断共済金のお支払いは被共済者（共済の対象となる方）

ごとに共済期間（ご契約期間）を通じて1回に限ります。また、2回目以降の診断共済金の支払は、それ以前の診断共済金の支払事
由に該当した最終の診断確定日から、その日を含めて1年を超えた期間が経過していることを要します。

（注3）手術の種類によっては回数の制限があったり、お支払いの対象とならない場合があります。
このチラシは福祉共済および東京海上日動火災保険（株）の医療保険（1年契約用）・がん保険（1年契約用）の概要をご紹介したもの
です。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明」をよくお読みください。ご不明な点等がある場合には、商工会までお問い合わせください。 〈お問い合わせ・資料請求はお近くの商工会へ〉　

商工会の会員とその家族、会員の従業員とその家族、商工会・連合会の役職員とその家族であって
健康な方が対象となります。（健康状態に関する告知義務あり。）
※ただし共済期間開始時点での満年齢が満6歳以上満74歳以下の方に限ります。
「家族」とは…①配偶者、父母、子　②同居かつ扶養している祖父母・兄弟姉妹・孫　③配偶者の父母　をいいます。

初期のがんも安心!1

再発・転移も安心!2

入院も安心!3

手術も安心!4

再発・転移も安心!5

月額3,000円で
がん・医療ともに

補償！

＊4

　

麻
績
村
の
ラ
ー
メ
ン
好
き
が
集
ま
り
、
九
年

前
に
結
成
さ
れ
た
私
た
ち
の
会
、
メ
ン
バ
ー
は

地
元
の
商
工
業
者
の
二
代
目
が
中
心
で
す
。
当

初
は
県
内
の
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
を
食
べ
歩
く

だ
け
の
会
で
し
た
が
、
ラ
ー
メ
ン
好
き
が
高
じ

て
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
・
お
祭
り
等
で
ラ
ー
メ

ン
屋
台
を
始
め
ま
し
た
。

　

三
年
ほ
ど
前
か
ら
「
ど
う
せ
や
る
な
ら
ど
こ

に
も
な
い
独
自
の
ラ
ー
メ
ン
を
作
ろ
う
！
」
と

い
う
話
が
盛

り
上
が
り
、

つ
い
に
昨
年
、

正
式
に
羅ら

ー亜

麺め
ん
か
い
ひ
じ
り

會
聖
と
し

て
発
足
。
県

の
助
成
制
度

を
活
用
し
て

移
動
販
売
車

を
購
入
し
ま

し
た
。

　
「
ど
ん
な
ラ
ー
メ
ン
に
す
る
の
か
？
」
メ
ン

バ
ー
の
間
で
も
め
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、

「
最
後
ま
で
ス
ー
プ
が
飲
み
干
せ
る
、
飽
き
の

来
な
い
ア
ッ
サ
リ
ラ
ー
メ
ン
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
し
か
も
「
地
元
の

食
材
に
こ
だ
わ
り
、
化
学
調
味
料
を
使
わ
な
い

安
心
安
全
な
ラ
ー
メ
ン
」
を
同
時
に
目
指
し
ま

し
た
。

　

食
材
と
な
る
小
麦
・
肉
・
野
菜
を
地
元
の
方
々

に
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
地
元
の
特
産

物
と
し
て
提
供
す
る
。
今
は
ま
だ
月
一
回
程
度

の
出
店
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
営
業
範
囲
も
拡

大
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
パ
ッ
ク
に
し
て
ネ
ッ
ト
通

販
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
移
動
販
売
車
に
乗
っ

て
県
内
各
地
を
回
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
街
で
見
か
け
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
寄
稿
）

こ
の
人
に

　

Vol.87

地
産
地
消
を
目
指
し
て

　
「
一
杯
の
ラ
ー
メ
ン
」
か
ら

羅亜麺會聖
代表　宮下 朗
麻績村商工会

ラーメン車

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

地元食材にこだわり
安心安全なラーメン



商工連ながのH23.5月号● 10

商工会会員の皆様へ
　本制度は、商工会会員向け団体所得補
償保険制度です。
　「商工会の休業補償制度」は、本制度
の愛称です。
　この保険は全国商工会連合会を契約者
とする団体契約です。保険証券を請求す
る権利、保険契約を解約する権利等は全
国商工会連合会が有します。
　この保険の対象者は、商工会会員およ
び商工会会員である事業所に勤務されて
いる方とその配偶者（家事に従事されて
いる方）に限ります。
　ご確認のうえ、ご加入いただけますよ
うお願い申し上げます。

お問い合わせ
お近くの商工会、商工会連合会、
引受保険会社へ

商工会法施行50周年記念事業「インクカートリッジ里帰りプロジェクト」の実施

使い終わったら、商工会の回収箱へ
　これからの環境に配慮した社会形成に貢献するため、商工会で
は、「インクカートリッジ里帰りプロジェクト」を実施しています。
　この事業は、昨年度末に商工会法施行50周年記念事業の一環と
してスタートいたしました。内容は、大手プリンターメーカー６
社が進めている家庭内での使用済みインクカートリッジの回収か
ら再資源化までのリサイクル活動「インクカートリッジ里帰りプ
ロジェクト」について、商工会が受け皿（回収箱の設置及び回収
したインクカートリッジを郵便局に持ち込む）となり、リサイク
ル活動を行うことにより、循環型社会形成への取組みによる地域社会への貢献を目的としています。
　ご家庭で不要になりましたインクカートリッジは、商工会までご持参いただきますようよろしくお願いい
たします。なお、対象となるメーカーは次のとおりです。

 「インクカートリッジ里帰りプロジェクト」の実施プリンターメーカー
　　　　　 セイコーエプソン㈱・キャノン㈱・ブラザー工業㈱・デル㈱
　　　　　日本ヒューレット･パッカード㈱・レックスマークインターナショナル㈱　　以上６社　

使い終わったら、
最寄りの商工会に設置された
回収箱へ入れてください。

MESSAGE BOARD

小規模企業共済
「事業承継貸付」
がスタート
※�平成23年4月から「事
業承継貸付け」がス
タートしました。

貸 付 対 象 者
一般貸付けの資格を有しており、事業を承継したこと、または事業を承継す
る意思を持っていることについて、市町村の商工会、商工会議所、中小企業
団体中央会、青色申告会その他相当の団体から確認を受けた方。

貸付金の使途 事業承継に要する資金�

貸 付 限 度 額 掛金納付月数により、掛金総額の7割～9割の範囲内で50万円以上1,000万円以下となります。
貸 付 期 間 36 ヶ月または60 ヶ月�
貸 付 金 利 0.9％（予定）�
償 還 方 法 6 ヶ月ごとの元金均等割賦償還�
借 入 窓 口 商工組合中央金庫の本店または支店
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我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
が
他
の
国
に
比
べ
て

進
行
し
て
お
り
、
高
齢
者
世
代
を
支
え
る
現
役
世

代
が
高
い
割
合
で
減
少
し
て
い
る
と
い
う
深
刻
な

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る

中
、
多
く
の
人
が
健
康
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
は
、
長
寿
で
健
康
な
高
齢
者
が
多
く
、
全

国
に
誇
れ
る
健
康
長
寿
県
で
あ
り
、
ま
た
、
山
、
川
、

温
泉
等
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
豊
富
な
農
産
物
等

多
く
の
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
特
性
を
有
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
こ
の
豊
富
な
地
域
資
源
を

活
用
し
て
健
康
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
健
康

に
関
連
し
た
企
業
を
モ
デ
ル
企
業
と
し
て
、
企
業

の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、
地
域
資
源
を
組
合
せ

る
こ
と
に
よ
る
事
業
拡
充
の
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
広
域
市
町
村
地
域
に
お

け
る
健
康
に
関
連
す
る
地
域
資
源
を
有
機
的
に
組

合
せ
た
健
康
産
業
の
展
開
モ
デ
ル
案
を
例
示
し
、
そ

れ
を
土
台
と
し
て
、
健
康
産
業
・
健
康
観
光
の
創

出
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
と
し
て
、
長
野
県
は
健
康
産
業
の
素

材
に
適
し
た
地
域
資
源
が
数
多
く
存
在
し
、
各
エ

リ
ア
で
多
様
な
地
理
的
環
境
や
産
業
特
性
を
持
っ

て
お
り
、
掘
り
起
こ
し
・
活
用
で
き
る
地
域
資
源

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

社
会
的
関
心
が
高
い
健
康
分
野
は
、
産
業
と
し

て
今
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、「
こ

の
地
域
に
あ
る
地
域
資
源
を
も
う
一
度
見
つ
め
直

す
」
そ
し
て
「
そ
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
等
が
魅
力
的
か
」
と
い
う
視
点
に
た
ち
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

健
康
産
業
・
健
康
観
光
の
創
出
や
振
興
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た

　
　

健
康
産
業
・
健
康
観
光
の
振
興
を

山・森林

山菜・薬草

高原・湖

清流

温泉

農産物

地域料理

その他資源

一次産業

二次産業

三次産業

健康維持・増進

長寿

疾病予防

リフレッシュ

癒し・安らぎ

衣食住の
安心・安全

地
域
資
源
を
活
用
し
た
、健
康
関
連
商
品・サ
ー
ビ
ス

地
域
資
源
を
活
用
し
た
、健
康
関
連
商
品・サ
ー
ビ
ス

県内10広域の
地域資源 地域の産業 健康へのニーズ

健康ニーズに対応した地域資源の活用

商
工
連
健
康
産
業
展
開
モ
デ
ル
　

調
査
ま
と
ま
る
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小規模事業者経営改善資金

商工会の推薦による、事業者のための

マ ル 経 融 資

審査の結果、ご希望に添えない場合がございますので予めご了承ください。
ご相談は、最寄りの商工会までお気軽にお問い合わせください。

ここがここがここが
特徴！特徴！特徴！

ここがここがここが
魅力！魅力！魅力！

1,5001,5001,500万円以内万円以内万円以内

無担保・無保証無担保・無保証無担保・無保証

低金利・年1.95％低金利・年1.95％低金利・年1.95％

保証料なし保証料なし保証料なし

ご利用いただける方

金利については、平成23年４月13日現在です。情勢により変わりますので、お問い合わせください。


